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飼料中のトウモロコシを飼料用籾米（以下、籾米）で代替し、栄養補正をほ

とんど行わずに、採卵鶏の育成期から成鶏期まで長期間給与して、産卵性等を

調査した。籾米を給与すると、育成期では育成率が優れ、成鶏期では産卵性等

への影響は認められなかった。また、籾米を 30％配合した飼料を、初生期・育

成後期および成鶏期から給与すると産卵性への影響はなかったが、育成中期か

ら給与すると産卵率が低かった。 
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近年、わが国の食料自給率はカロリーベースで

40％、飼料自給率は 25％前後で推移しており、先

進国の中で極めて低い水準で、食料、飼料ともに

海外からの輸入に大きく依存している。また、2006

年秋以降、配合飼料の主要な原料であるトウモロ

コシの価格が高騰したことにより飼料価格も高騰

し、畜産経営に大きなダメージを与えている。    

このようなことから、飼料の原料をできるだけ

輸入に頼らないようにするため、飼料自給率の向

上を進めていくことが重要な課題となっている。

世界的に穀物需給がひっ迫している昨今、トウモ

ロコシ等の輸入飼料を米で代替することは飼料自

給率の向上につながることから、ここ数年、全国

的な飼料用米の生産への取り組みが急速に拡大し

ている。また、これに伴って、飼料用米の家畜へ

の給与技術に関する試験も数多く実施されている。 

飼料用米の採卵鶏へ給与試験はここ数年各地で

実施されている（後藤ら 2010；立川ら 2009；松井

ら 2011；脇ら 2011）が、これらのほとんどは成鶏

期からの給与試験で、育成期からの給与試験はあ

まり実施されていない。 

そこで、採卵鶏の育成期から籾米の給与試験を

実施し、籾米の配合割合、給与時期の違いによる

産卵性等への影響を調査した。 

 

材料及び方法 

１．供試鶏 

供試鶏の銘柄はボリスブラウンで、育すう舎で

0～27 日齢、陽圧換気のウインドウレス平飼い育

成舎で 28～125 日齢、開放成鶏舎で 18～67 週齢飼

養した。なお、開放成鶏舎では、2 羽／ケージで

飼養し、不断給餌、自由飲水とし、その他の飼養

管理は当所の慣行法とした。 

２．供試飼料 

供試した籾米は、多収米品種である「タカナリ」

を用いた。飼料設計する際に使用したトウモロコ

シと籾米の一般成分値は表１のとおりとした。初

生期（0～6 日齢）、育成前期（7～20 日齢）は、

市販配合飼料を対照飼料として、籾米を配合飼料

量の 10％を上乗せで配合した試験飼料を供試し

た。また、育成中・後期（21～125 日齢）、成鶏

期（18～67 週齢）は、それぞれの時期に合わせて

栄養設計した配合飼料を対照飼料とし、対照飼料

の主原料であるトウモロコシについて、育成中・

後期で 18％、53％および 100％、成鶏期で 17％、

50％および 100％を籾米に代替し、全体での籾米

の配合割合を 10％、30％および 60％とした試験飼

料を供試した（表２）。試験飼料の一般成分値は
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表３のとおりである。試験飼料の栄養補正はほと

んど行わなかった。 

３．試験区分 

試験区の設定は、表４のとおりとした。0～27

日齢は表４の①～⑦の各区 69 羽 1 反復、計 483

羽、28 日齢以降は各区 12 羽 4 反復、計 336 羽と

した。なお、解剖検査は、124 日齢時に表４の⑥

を除く各区 4 羽、計 24 羽とした。配合割合の検討

では、表４の①～③、⑦を試験区とし、給与開始

時期の検討では、表４の②を初生期・籾米給与開

始区とし、表４の②、④～⑦を試験区として、そ

れぞれ産卵性等を比較した。 

 

４．試験期間 

平成 22 年９月から平成 24 月３月まで（給与日

齢 0 日齢～469 日齢） 

５．調査項目 

育成成績、産卵性（産卵率等）、卵質（45・60

週齢：ハウユニット等）、解剖検査（17 週齢時：

筋胃重量等） 

６．統計処理 

データの解析は、一元配置で分散分析を行い、

試験区間の有意差は TUKEY の多重検定法を用い

て検定を行った。 

 

表１ 一般成分値                                          

      

  

 

 

 

 

 

表２ 配合割合（育成中・後期用配合飼料、成鶏用配合飼料）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 一般成分値（設計値：育成中・後期用配合飼料、成鶏用配合飼料） 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 要求量※１ 対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 要求量※２

（一般成分）％
水分 12.8 12.6 12.4 12.0 11.4 11.4 11.2 11.2
粗タンパク質 20.0 19.9 19.8 19.3 16.0 17.1 16.9 16.5 15.7 15.5
粗脂肪 4.9 5.7 5.3 6.5 7.3 7.1 6.7 6.0
粗繊維 3.0 3,53 4.9 6.8 2.5 3.2 4.6 6.4
粗灰分 6.1 6.6 7.4 8.6 13.5 14.0 14.8 15.4
カルシウム 1.2 1.2 1.2 1.2 0.7 4.2 4.2 4.2 4.0 3.3
リン 0.61 0.59 0.57 0.51 0.35 0.59 0.58 0.56 0.51 0.30
（アミノ酸）％
リジン 1.19 1.20 1.21 1.19 0.57 1.02 1.01 0.99 0.93 0.65
メチオニン 0.39 0.39 0.38 0.37 0.26 0.33 0.33 0.32 0.30 0.33
トリプトファン 0.25 0.25 0.26 0.26 0.13 0.22 0.18 0.21 0.21 0.17
ＭＥ 2.96 2.98 2.87 2.84 2.80 2.93 2.87 2.76 2.63 2.80
日本飼養標準　家禽（2011年版）
※１　中雛（4～10週齢）の場合
※２　日産卵量56ｇの場合

育成中・後期用 成鶏用

水分 粗タンパク質 粗脂肪 粗繊維 代謝エネルギー（ME)

％ ％ ％ ％ Mcal/kg
トウモロコシ　※１ 14.4 7.6 3.8 1.7 3.280
籾米　　　　　※１ 13.7 6.5 2.2 8.6 2.721
籾米（タカナリ）※２ 10.6 7.6 1.1 NT 2.794
※１　日本標準飼料成分（2009年版）に準じた設計値
※２　実測値

対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 対照区 籾米10% 籾米30% 籾米60%
トウモロコシ 60 50 30 0 56 46 27 0
モミ米 0 10 30 60 0 10 30 60
生米ヌカ 5 4 4 2 3 3 3 2
大豆粕 22 23 23 23 19 19 19 18
ナタネ粕 5 3 3 2 3 3 3 2
コーングルテンミール 2 2 2 2 2 2 2 2
魚粉 2 3 3 4 2 2 2 2
塩酸Ｌ－リジン 0.02 0.02 0.02 0.02 0.03 0.03 0.03 0.03
ＤＬ－メチオニン 0.05 0.05 0.05 0.05 0.06 0.06 0.05 0.06
植物性油脂 1.0 2.0 2.0 4.0 4.0 3.9 3.8 3.8
炭酸カルシウム 2.3 2.3 2.3 2.3 9.8 9.8 9.8 9.3
食塩（上質塩） 0.27 0.27 0.27 0.27 0.26 0.27 0.27 0.28
第三リン酸カルシウム 0.16 0.16 0.16 0.16 0.58 0.59 0.6 0.65
コリン 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.016 0.02
プレミックス 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12
単位　％

育成中・後期用 成鶏用
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表４ 試験区分 

   

 
 

 

結果 

１．育成成績（表５） 

配合割合による育成率は籾米 10、30および 60％

区が対照区より高く、特に 30％区が高かった（P

＜0.05）。籾米給与時期による育成率は、初生開

始区が後期開始区より高かった（P＜0.05）。飼料

総摂取量は籾米 60％区が 10、30％区より多かった

（P＜0.05）。 

２．産卵性（表５） 

籾米 10％、30％および 60％区には産卵性に差は

なく、30％区では 43 週齢時の体重が対照区より軽

かった（P＜0.05）。籾米給与時期による比較では、

産卵性は初生期・後期および成鶏期開始区は対照

区と差はなかったが、中期開始区は対照区 

 

より産卵率が低かった（P＜0.05）（表５、図１）。

体重は、配合割合による比較では対照区が籾米

30％区より重く（P＜0.05）、籾米給与時期による

比較では対照区が初生開始区より重かった（P＜

0.05）。 

３．卵質（表５） 

卵黄色は籾米 60％、30％、10％、対照区の順に 

薄かった（P＜0.05）。その他、卵質は有意な差が

なかった。 

４．解剖検査（表６） 

籾米 30、60％区は筋胃の重量が対照区より重か

った（P＜0.05）。また、籾米 60％区は筋胃の重

量／体重割合が大きく（P＜0.05）、筋胃内容物の

ｐH が低かった（P＜0.05）。 

  

表５ 産卵性等 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

試験区 ０－２０日齢 ２１日齢－ ７０日齢－ １２６日齢－
（籾米の配合割合の検討）
　①籾米１０％区 籾米１０％＋市販飼料
　②籾米３０％区 籾米１０％＋市販飼料
　③籾米６０％区 籾米１０％＋市販飼料

（籾米の給与開始時期の検討）
　④育成中期開始区 市販飼料
　⑤育成後期開始区 市販飼料 配合飼料
　⑥成鶏期開始区 市販飼料 籾米３０％・配合飼料

　⑦対照区 市販飼料

籾米１０％・配合飼料
籾米３０％・配合飼料
籾米６０％・配合飼料

配合飼料

配合飼料

籾米３０％・配合飼料
籾米３０％・配合飼料

対照 籾米10% 籾米30% 籾米60% 対照 初生開始 中期開始 後期開始 成鶏期開始

育成成績
[育成期(0～20週齢)]
　　　0～19週齢
　　　育成率（％） 92.8 a 95.7 b 98.6 c 95.7 b 92.8 AB 98.6 B 92.2 AB 90.8 A 92.2 AB

　　　飼料総摂取量(ｇ/羽) 8,553 ab 8,410 a 8,430 a 8,946 b 8,553 8,430 8,802 8,507 8,609
　　　20週齢体重（ｇ） 1,887 1,885 1,931 1,887 1,887 1,931 1,849 1,837 1,894
50%産卵到達日齢 139.3 139.8 140.0 141.3 139.3 140.0 140.0 140.0 140.5
産卵性
[成鶏期(20～67週齢)]
      産卵率（％） 89.1 86.8 86.7 87.7 89.1 B 86.7 AB 84.0 A 86.7 AB 86.9 AB

　　　平均卵重（ｇ） 62.9 63.0 62.8 64.0 62.9 62.8 63.0 62.6 63.1
　　　日産卵量（ｇ） 56.1 54.7 54.4 56.1 56.1 54.4 52.8 54.2 54.8
　　　飼料摂取量（ｇ/日） 109.3 108.4 109.4 113.5 109.3 109.4 116.1 110.2 114.0
　　　飼料要求率 1.98 2.00 2.03 2.04 1.98 2.03 2.24 2.06 2.10
　　　生存率（％） 81.3 89.6 91.7 93.8 81.3 91.7 91.7 95.8 97.9
　　　43週齢体重（ｇ） 2,086 b 1,980 ab 1,908 a 1,970 ab 2,086 B 1,908 A 1,990 AB 1,971 AB 1,968 AB

卵質（45・60週齢時の平均値)
　　　ハウユニット 85.9 87.2 84.9 87.0 85.9 84.9 84.6 84.8 86.2

　　　卵殻強度(kg/cm2) 3.39 3.80 3.67 3.73 3.39 3.67 3.75 3.82 3.71

　　　卵殻厚(mm) 0.384 0.381 0.382 0.385 0.384 0.382 0.383 0.383 0.377
　　　卵黄色 7.2 ｄ 6.2 ｃ 5.0 ｂ 3.1 ａ 7.2 B 5.0 A 5.1 A 5.6 A 5.3 A

　　　肉斑出現率（％） 7.5 15.0 22.5 10.0 7.5 22.5 12.5 15.0 12.5
※検討内容毎において、同一項目内の異符号間に有意差あり（Ｐ＜0.05）

給与開始時期の検討配合割合の検討
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図１ 産卵率の推移 

    

表６ 解剖検査（17 週齢時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

飼料用米の採卵鶏への給与試験は 1980 年代

頃から各地で実施されており、相馬ら（1986）

は栄養補正を行えば籾米を 30％配合しても産

卵・卵質とも対照区相当の成績が得られたと報

告している。近年では、飼料中のトウモロコシ

を、後藤ら（2010）は玄米で 100％代替、脇ら

（2011）は籾米で 50％代替しても、対照区と同

等の産卵成績が得られたと報告している。飼料

用米の採卵鶏への給与試験はここ数年各地で実

施されている（後藤ら 2010；立川ら 2009；松井

ら 2011；脇ら 2011）が、これらは採卵鶏の成鶏

期からの給与試験であり、育成期から給与した

給与試験はほとんどない。 

一方、飼料用米は籾のまま家畜の飼料として

利用した方が、保管流通、籾すりのコスト等の

面から実用性が高い。鶏は牛や豚と異なり筋胃

を保有し籾米を消化吸収でき、籾米の給与によ

り筋胃の重量が増加したとの報告がある（脇ら 

2011）。育成期から籾米を給与することにより、

筋胃が発達し消化能力が高まれば、消化率が高 

くなり産卵性の向上等が期待できる。  

そこで、採卵鶏の育成期からの籾米の給与試

験を実施し、籾米の配合割合、給与時期の違い

による産卵性等への影響を調査した。なお、試

験飼料中のトウモロコシの代替として籾米を配

合すると、粗タンパク質、ＭＥが低くなるが、

環境中への窒素排泄量の低減、コストの低減に

もつながることから、試験飼料の栄養補正はほ

とんど行わなかった。 

今回の試験では、飼料中の主原料であるトウ

モロコシについて、籾米の配合割合を 10％、

30％および 60％とした試験飼料を、育成期から

の給与し、産卵性等への影響を調査した。試験

飼料の栄養補正をほとんど行わなかったことか

ら、籾米の配合割合が高くなると粗タンパク質、

ＭＥが低い値となり、産卵性の低下が懸念され

たが、育成期から長期間給与しても、産卵 

性へ負の影響は認められなかった。 

 脇ら(2011)は採卵鶏へ籾米を添加すると筋胃

重量が重くなったと報告し、これは籾米をすり

潰すために筋胃が発達したためと考察している。

今回の試験でも、初生期から給与開始した籾米

30％区、60％区で筋胃重量が有意に重かった。

60

70

80

90

100

20- 24- 28- 32- 36- 40- 44- 48- 52- 56- 60- 64-

週　　齢

%

初生開始 中期開始

後期開始 成鶏期開始

対照

籾米10% 籾米60% 籾米30%

対照 初生開始 初生開始 初生開始 中期開始 後期開始

体重ｇ 1595 1610 1570 1630 1695 1595

消化管長さｃｍ/体重ｇ（％） 8.0 7.7 7.7 8.1 6.9 7.5

 　　　　 （十二指腸～直腸）

筋胃重量ｇ 36.1 ａ 38.0 ａｂ 46.2 ｂ 44.5 ｂ 43.5 ａｂ 41.9 ａｂ

筋胃重量ｇ/体重ｇ（％） 2.3 ａ 2.4 ａｂ 2.9 ｂ 2.8 ａｂ 2.6 ａｂ 2.6 ａｂ

筋胃内容物ｐH 5.2 ｂ 4.7 ａｂ 4.1 ａ 4.6 ａｂ 4.7 ａｂ 4.4 ａｂ

※同一項目内において異符号間に有意差あり（Ｐ＜0.05）
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また、籾米 60％区では筋胃内ｐH が低かったこ

とから、腺胃内で胃酸がより多く分泌され、筋

胃での消化能力が高まっていたことも考えられ

る。籾米給与により低栄養であったが筋胃の発

達により栄養成分の消化率が向上し低栄養の飼

料でも栄養が充足していたため、産卵性への影

響がなかった可能性も考えられるが、原因究明

のためには、籾米配合飼料の粗タンパク質等の

消化率を調査する必要がある。 

籾米 10％、30％および 60％区では、育成率が

対照区より有意に高く、また成鶏期の生存率も

有意ではなかったが高い値であった。籾米給与

によって鶏の健康状態が良く生存率が高かった

可能性も考えられる。肉用鶏の場合では、籾米

給与により免疫状態が亢進した可能性があると

の報告（南都ら 2011）や、籾米給与によって暑

熱ストレスが緩和されたとの報告（高橋ら 2012）

もあり、今後、籾米給与による鶏の健康状態や

免疫状態への影響等、籾米の機能性についての

研究が求められる。 

なお、卵黄色は、籾米の配合割合が 10％、30％、

60％と高くなるほど薄かった。卵黄色にはキサ

ントフィル含量が関与している（社団法人中央

畜産会 2011）といわれるが、籾米にはトウモロ

コシに多く含まれるキサントフィル含量がほと

んどないことによるものと考えられた。籾米給

与に際して、卵黄色を濃くする場合には、必要

に応じて卵黄着色用飼料を添加する必要がある。 

また、初生期から成鶏期まで給与開始時期を

違えて籾米 30％を配合した飼料を給与し、産卵

性等を比較すると、初生期・後期および成鶏期

開始区は対照区と産卵性に差はなかったが、中

期開始区は対照区より産卵率が低かった。中期

開始区で産卵率が低かった原因は特定できなか

ったが、中期は後期と比べて栄養要求量が多く、

籾米給与による飼料内容の急変が何らかのスト

レスとなったとも考えられる。今後、再現性を

確認し原因について究明していく必要がある。  

以上より、採卵鶏の育成期から成鶏期まで、

栄養補正をほとんど行わずに、トウモロコシを

籾米に代替できた。なお、今回の給与試験では、

籾米を育成中期から給与開始すると成鶏期の産

卵率が低かったので、籾米を育成中期からの給

与開始する場合には注意が必要と思われる。 
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